
凡例 科目区分
基幹教育必
修

専攻必修 専攻選択 医療系基礎 卒業研究
（再掲は薄色
表示）

基幹教育必
修

専攻必修 専攻選択 医療系基礎 卒業研究

1年生 2年生 3年生 4年生
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期
D-2. 臨床検査に関わる課題の探求や問題を解決
する基礎的な能力を習得できる。

卒業研究 卒業研究 卒業研究 卒業研究

臨地実習 臨地実習 卒業研究 卒業研究

卒業研究 卒業研究 卒業研究 卒業研究

基礎医療統計
臨床検査統計学および

演習
臨床検査医学総論

生理機能検査学Ⅳおよび
実習

生理機能検査学Ⅳおよ
び実習

卒業研究 卒業研究 卒業研究 卒業研究

臨床検査総論 臨床検査医学総論
医療安全・バイオリスク

管理および実習
医療安全・バイオリス

ク管理および実習
卒業研究 卒業研究 卒業研究 卒業研究

人体の構造と機
能Ⅰ

人体の構造と機
能Ⅰ

血液検査学Ⅰ 血液検査学Ⅰ 血液検査学Ⅱおよび実習
血液検査学Ⅱおよび実

習
臨床検査学特論Ⅳ

人体の構造と機
能Ⅱ

人体の構造と機
能Ⅱ

輸血・移植検査学Ⅰ 輸血・移植検査学Ⅰ 臨床検査学特論Ⅱ 臨床検査学特論Ⅴ

人体の構造と機
能Ⅲ

人体の構造と機
能Ⅲ

医療工学・情報
科学実験

検査基礎技術お
よび実習

検査基礎技術お
よび実習

一般検査学Ⅰ 一般検査学実習
臨床化学検査学Ⅱおよ

び実習
臨床化学検査学Ⅱおよ

び実習
血液検査学Ⅱおよび実習

血液検査学Ⅱおよび実
習

一般検査学Ⅱ
臨床微生物学および実

習
臨床微生物学および実

習
生理機能検査学Ⅳおよび

実習
生理機能検査学Ⅳおよ

び実習
遺伝子検査学および実

習
遺伝子検査学および実

習
免疫検査学および実習 臨床検査学特論Ⅰ

放射性同位元素検査技
術学

医用工学概論 医療情報学概論 輸血・移植検査学Ⅰ 輸血・移植検査学Ⅰ
医療安全・バイオリスク

管理および実習
医療安全・バイオリス

ク管理および実習
卒業研究 卒業研究 卒業研究 卒業研究

検査管理総論 検査管理総論

一般検査学Ⅰ 一般検査学実習
組織・病理検査学Ⅱお

よび実習
組織・病理検査学Ⅱお

よび実習
輸血・移植検査学Ⅱおよ

び実習
輸血・移植検査学Ⅱお

よび実習
臨地実習 臨地実習

臨床化学検査学Ⅰ 臨床化学検査学Ⅰ
臨床化学検査学Ⅱおよ

び実習
臨床化学検査学Ⅱおよ

び実習
臨床検査学特論Ⅲ

免疫検査学および実習 免疫検査学および実習

生理機能検査学Ⅰ 生理機能検査学Ⅰ

生理機能検査学Ⅱ 生理機能検査学Ⅱ

生理機能検査学Ⅲ 生理機能検査学Ⅲ

検査基礎技術お
よび実習

検査基礎技術お
よび実習

一般検査学Ⅰ 一般検査学実習
組織・病理検査学およ

び実習Ⅱ
組織・病理検査学およ

び実習Ⅱ
臨地実習 臨地実習

病原体学 病原体学
遺伝子検査学および実

習
遺伝子検査学および実

習

臨床化学検査学Ⅰ 臨床化学検査学Ⅰ
組織・病理検査学およ

び実習Ⅱ
組織・病理検査学およ

び実習Ⅱ
臨床化学検査学Ⅱおよ

び実習
臨床化学検査学Ⅱおよ

び実習
臨床微生物学および実

習
臨床微生物学および実

習

生理機能検査学Ⅰ 生理機能検査学Ⅰ

生理機能検査学Ⅱ 生理機能検査学Ⅱ

生理機能検査学Ⅲ 生理機能検査学Ⅲ

B-3. 医療･社会における臨床検査技師の役割に
ついて理解し、説明できる。

臨床検査学概論Ⅰ
臨床検査学概論

Ⅱ
臨床検査総論 検査管理総論 検査管理総論 先端医療検査技術学特論 臨地実習 臨地実習

人体の構造と機能
Ⅰ

人体の構造と機能Ⅰ 医学総論Ⅰ 医学総論Ⅰ

人体の構造と機能
Ⅱ

人体の構造と機能Ⅱ 医学総論Ⅱ 医学総論Ⅱ

人体の構造と機能
Ⅲ

人体の構造と機能Ⅲ 臨床医学論Ⅰ 臨床医学論Ⅰ

病原体学 病原体学 臨床医学論Ⅱ 臨床医学論Ⅱ

生化学 生化検査学 薬理学概論 薬理学概論

口腔保健学 病理学 病理検査学概論

組織・病理検査学Ⅰおよび
実習

組織・病理検査学Ⅰおよび
実習

生化学 基礎医療統計
臨床検査統計学および

演習
サイバーセキュリ
ティ科目

医用工学概論 医療情報学概論
遺伝子検査学および実

習
遺伝子検査学および実

習
医用工学・情報

概論実験

理系ディシプリン科
目

理系ディシプリ
ン科目

理系ディシプリ
ン科目

理系ディシプリ
ン科目

高年次基幹教育
科目

高年次基幹教育
科目

臨床検査学概論Ⅰ
臨床検査学概論

Ⅱ
看護学概論 口腔保健学 一般検査学Ⅱ 臨地実習 臨地実習

医療系統合教育
科目

医療系統合教育
科目

公衆衛生学
放射線医学技術

学概論
医学総論Ⅰ 医学総論Ⅰ 卒業研究 卒業研究 卒業研究 卒業研究

医学総論Ⅱ 医学総論Ⅱ 先端医療検査技術学特論

臨床医学論Ⅰ 臨床医学論Ⅰ

臨床医学論Ⅱ 臨床医学論Ⅱ

薬理学概論 薬理学概論

文系ディシプリン科
目

文系ディシプリ
ン科目

文系ディシプリ
ン科目

文系ディシプリ
ン科目

先端医療検査技術学特論 卒業研究 卒業研究 卒業研究 卒業研究

理系ディシプリン科
目

理系ディシプリ
ン科目

理系ディシプリ
ン科目

理系ディシプリ
ン科目

健康・スポーツ科目
健康・スポーツ

科目
健康・スポーツ

科目

総合科目 総合科目 総合科目
基幹教育セミ

ナー

課題協学科目 課題協学科目

文系ディシプリン科
目

文系ディシプリ
ン科目

文系ディシプリ
ン科目

文系ディシプリ
ン科目

公衆衛生学

理系ディシプリン科
目

理系ディシプリ
ン科目

理系ディシプリ
ン科目

理系ディシプリ
ン科目

健康・スポーツ科目
健康・スポーツ

科目
健康・スポーツ

科目

総合科目 総合科目 総合科目

サイバーセキュリ
ティ科目

言語文化科目 言語文化科目 言語文化科目

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

達成度調査その1 達成度調査その2
達成度調査（臨地

実習）その3

卒業研究審査・
国家試験受験

D. 実践 D-1. 検査技術の知識・技術を駆使して、疾病の
病態解析、診断、治療を実践できる。

保健学科検査技術科学専攻カリキュラムマップ

学年
学修目標

A-2. （協働）多様な知の交流を行い、他者と協
働し問題解決にあたることができる

A-1. （主体的な学び）深い専門的知識と豊かな
教養を背景とし、自ら問題を見出し、創造的・
批判的に吟味・検討することができる。

C-2. 評
価・創造

C-2-1. 論理的に思考して問題を解決することが
できる。

C-1.
適用・分

析

C-1-2. 検査技術・検査機器から得られた情報を
処理することができる。

C-1-1. 生体機能を維持するメカニズムを解析す
ることができる。

B. 知
識・
理解

B-7. 臨床検査における安全管理について理解
し、説明できる。

B-6. 各種臨床検査および検査結果の意味につい
理解し、説明できる。

B-5. 各臨床検査を行う上での基礎的知識を理解
し、説明できる。

B-4. 臨床検査の原理と方法およびその意義につ
いて理解し、説明できる。

C-1-3. 法律等の最新の情報を収集することがで
きる。

B-2. 人体の構造と機能及び疾病に関する基礎的
知識について理解し、説明できる。

実践・発展・統合期

前期 後期 前期 後期
3年生 4年生

アセスメント・プラン

B-1. 基礎的な自然科学、情報通信技術の基礎を
理解し、説明できる。

学士課程の時期区分 導入・基礎期 専門基礎期

後期

学年 1年生 2年生

学修目標 前期 後期 前期

A. 主体
的な学

び・協働

A-3. 医学・医療全般に対する興味・関心を養
う。



学部（検査技術科学専攻）学修目標と参照基準対応表

学修目標

学部（検査技術科学専攻）

A. 主体的な学び・協働

A-1. （主体的な学び）深い専門的知識と豊か
な教養を背景とし、自ら問題を見出し、創造
的・批判的に吟味・検討することができる。

A-2. （協働）多様な知の交流を行い、他者と
協働し問題解決にあたることができる

A-3. 医学・医療全般に対する興味・関心を養
う。

B. 知識・理解

B-1. 基礎的な自然科学、情報通信技術の基礎
を理解し、説明できる。

B-2. 人体の構造と機能及び疾病に関する基礎
的知識について理解し、説明できる。

B-3. 医療･社会における臨床検査技師の役割
について理解し、説明できる。

B-4. 臨床検査の原理と方法およびその意義に
ついて理解し、説明できる。

B-5. 各臨床検査を行う上での基礎的知識を理
解し、説明できる。

B-6. 各種臨床検査および検査結果の意味につ
い理解し、説明できる。

B-7. 臨床検査における安全管理について理解
し、説明できる。

C-1. 適用・分析

C-1-1. 生体機能を維持するメカニズムを解析
することができる。

C-1-2. 検査技術・検査機器から得られた情報
を処理することができる。

C-1-3. 法律等の最新の情報を収集することが
できる。

C-2. 評価・創造

C-2-1. 論理的に思考して問題を解決すること
ができる。

・各種疾患の病態を体系的に学び、疾患と臨床検査との関わりについて理解し、
各種検査データか・、患者の病態を把握、評価することにより、適切な検査デー
ーを提供することにより医療ヂムの一員として臨床に対して支援する能力を養
う。
・外来、手術室なとー医療現場における多様なニ゙スにー対応でる・技術を修得す
る。検査時の急変の対応についても学ふー。

D. 実践

D-1. 検査技術の知識・技術を駆使して、疾
病の病態解析、診断、治療を実践できる。

D-2. 臨床検査に関わる課題の探求や問題を
解決する基礎的な能力を習得できる。

厚生労働省　臨床検査技師養成所指導ガイドライン別表1

・科学的・論理的思考力を育て、人間性を磨゙、自由て主体的な判断と行動を培
う。
・生命倫理、人の尊厳を幅広く理解する。国際化および情報化社会に対応でる
能力を養う。
・被検者との良好な人間関係を構築するため必要なコミュニゲション能力を養
う。
・臨床検査の対象者の人権尊重 とQOL向上さかに地域社会の活性化に寄与でる・
能力を養う。

・人体の構造と機能を系統的に学び、生命現象を総合的に理解し、関連科目を習
得するための基礎能力を養う。
・採血、検体採取及びー生理学的検査に対応するために、解剖学、薬理学、栄養学
なとの・観点タか、系統立てて理解する。
・高度化する医療ニ゙スにー対応した検査情報の提供を実践するため、臨床検査の
基礎となる知識と技術及びー臨床栄養、病態薬理、認知症の検査等の基礎を学修
し、救急や病棟、在宅なとー様々な現場てー行われる臨床検査を理解するとともに、
疾病の成因を系統的に把握、理解する。
・保健・医療・福祉の制度を学び、臨床検査技師として、予防医学、在宅医療、
地域包括ケアシステムや多職種連携について学修し、疫学的分析法の理論と技術
及び臨床検査との関連について理解するとともに、医療ヂムの一員としての自
覚を養う。
・医療分野における工学的手法の基礎と概要及び安全性対策を理解・実践でる
能力を養うとともに、情報科学の理論と実際を習得する。　
　　
　　
　　

・病因・生体防御機能のひとつでるー免疫の仕組みを理解し、輸血、移植、遺伝子関連に関する検査の理論と実際を
修得し、結果の意義及びー評価について学修する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・微生物の病原性と感染の仕組みを理解し、病原性と遺伝子、感染症治療薬に関する検査の理論と実際を修得し、
結果の意義及びー評価について学修する。
・人体タかの生体機能情報を収集するための理論と手技及びー患者接遇について修得し、結果の解析と評価について学
修する。
・臨床検査技師の責任及び・業務の範囲を理解し、感染管理及び・医療安全と患者接遇に配慮して、適切に検体採取かてー・
゙る能力を身につける。
 ・採血・検体採取に伴う危険因子を認識し、合併症の発生時に適切に対処でる・能力を身につける。医療事故等発生
の要因分析とその対策について学ふー。

・臨床検査技師としての基本的な実践技術及びー施設における検査部門の役割を理解し、患者
との適切な対応を学ふー。また、臨床現場(救急、病棟、在宅等)や健診、衛生検査所等てのー役
割と業務や、施設内のヂム(栄養サボーヂムー、糖尿病療養指導ヂム、感染制御ヂ
ム、抗菌薬適正使用支援ヂム等)の役割と実施内容を理解するとともに、医療ヂムの一員
としての責任と自覚を養い、適切な接遇マナ゙を身につける
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